
″菫華展 ｏ
・
３

　

眸

∩

υ

Ｎ

　

珈平

月号

齢

|

麒

鮮
一一・円
）・ 静

▲ トマ トの収穫を体験 した しうらキッズ参力0者

市浦の自然を

満 喫
しうらキッズ99

8月 18日 から20日 までの 3日 間、「関

東地区ふるさと市浦会」の会員や会

員の知人らが参加 し、「ふるさと体験

交流事業 。しうらキ ノズ99」 が行わ

れ、参加者たちは、市浦の自然を満

喫 しましたっ

〈関連記事 3ベ ージ)
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…・大人への伸聞ス リ 居́=な翔濠一―――…

八
月
十
四
日
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

を
会
場
に
、
平
成
十

一
年
度
成
人
式
が
行

成
人
式
に
は
、
昭
和
五
十
三
年
四
月
二

日
か
ら
昭
和
五
十
四
年
四
月

一
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
、
対
象
者
四
十
二
名
の
う
ち
二

十
八
名
が
出
席
し
、
級
友
と
の
久
し
ぶ
り

の
再
会
を
喜
び
合

っ
て
い
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
木
付
教
育
長
が

「

ヒ
ー
て́
地
域
社
会
に
貢
献
し
て
ほ
―
´

い
」
と
式
辞
、
高
松
村
長
が

「
こ
れ

立
場
に
変
わ
る
、
二
十

一
断
紀
を
担

う
工
役
と
し
て
頑
張

っ
て
下
さ

い
」

年度

穴
日
　

間

答

問

答

問

答

新 成人 を代表 して誓いの

言葉を述べ ま したが

大勢の前で緊張 しま した
:

現在のお仕事は ,

現在は五所 川原市で働 い

てい ます  会社員です

新成人を代表 して

武 田 幸 枝 さん

成人式を区切 りとしてどんな大人に ,

自分の行動に責任を持ち、社会に役立ち

将来の夢は :

市浦村は美 しい自然や歴史がある村=将
来は村で頑張 りたいと思っているし、11

で結婚 したいと思う

-42(



(3)広報ιチ4多

「
ふ
る
さ
と
体
験
交
流
事
業
　
し
う

ら
キ

ッ
ズ

９９
」
は
、
市
浦
の
豊
か
な

自
然
を
体
験
し
て
も
ら
い
、
参
加
者

を
通
じ
て
市
浦
村

の
良
さ
を
首
都
圏

目
的
に
今
年
度
初
め
て
実
施
さ
れ
た

今
回
の
し
う
ら
キ

ッ
ズ
９９
に
は
、

孝
会
長

（脇
元
出
身
）
、
山
田
敏
行
副

会
長

（磯
松
出
身
　
し
う
ら
キ

ッ
ズ

９９
団
長
）
Ｌ

一
歳
か
ら
六
十
五
歳
ま

で
の
十
七
名

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
［

一
行
は
、
初
日
の

「陶
芸
教
室
」

や

「
津
軽
弁
教
室
」
を
皮
切
り
に
、

二
日
目
は

「
シ
ジ
ミ
員
採
り
」
、
「
海

づ
り
」
、
「
ト

マ
ト
の
収
穫
」
、
「
ト
ラ

ク
タ
ー
の
運
転
体
験
」
な
ど
の
日
程

を
こ
な
し
、
市
浦
村
な
場
で
は
の
自

然
や
魅
力
を
満
喫
し
、
最
終
日
の
三

日
目
は
、
青
森
市
の

「
ア
ス
パ
ム
」

や
「
ね
ぶ
た
の
里
」
を
見
学
し
ま
し
た
［↓

▲
甲萌摯ラ軍艦l聾諄

の`

こ
の
日
は

「
フ
グ
が
大
漁
？
」

（都
会
で
は
な
か
な
か
体
験
で
き
ま

▲「しうらキンズいい企画です。来年以降も続けてはしい」

▲津軽弁教室「あぐど、すねから」???

>市浦の特産物で夕食「かんぱ～い」
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▲十三湊特別展を見学  ▲「長寿弁当」に舌づつみ

曇
誕
彎
劃
鬱
刊
）

亀
訂
紳
輻
雰
誠
』藤υ

八
月
五
日
、
村
内
の
八
十
五
歳
以

上
の
方
を
対
象
に
、
「長
寿
す
こ
や
か

写
真
撮
影
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
撮
影
会
は
、
長
寿
の
喜
び
を

長
生
き
し
よ
う
と

い
う
願

い
が
込
め

ら
れ
、
毎
年
実
施
し
て
い
る
も

の
で
、

今
年
も
八
十
歳
以
上
の
夫
婦
五
組
を

含
め
、
二
十
七
人
の
参
加
者
が
あ
り

是
墨
示

七
月
二
十
七
日
、
ア
ト
ム
保
育
園

で

「夕
涼
み
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
（

夕
涼
み
会
で
は
、
園
児
が
か
わ

い

ら
し
い
浴
衣
姿
で
保
護
者
ら
と
参
加
、

保
育
園
が
準
備
し
た
ア
ィ
ス
ク
リ
ー

ム
や
お
で
ん
、
金
魚
す
く

い
、
ョ
ー

ヨ
ー
な
ど
の
手
作
り
の
夜
店
が
並
ぶ

中
、
園
児
た
ち
は

つ
り
あ
げ
た
ョ
ー

ヨ
ー
を
お
母
さ
ん
ら
に
見
せ
喜
ん
で

い
ま
し
た
。
最
後
は
、
豪
華
商
品

，

が
当
た
る
ビ

ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で
盛
り
上

が
り
、
夕
暮
れ
前

の
ひ
と
と
き
を
楽

三
湊
特
別
展
の
見
学
を
―
ンた
あ
と
、

道
の
駅
十
三
湖
高
原
で
、
撮
影
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
．

参
加
者
は
緊
張
し
た
面
持
ち
な
が

ら
も
無
事
撮
影
が
終
了
し
ま
し
た
．

撮
影
終
了
後
の
昼
食
は
、
食
生
活
改

善
推
進
員
会
の
方
た
ち
が
真
心
を
込

め
て
作

っ
た

「
長
寿
弁
当
」
に
舌
づ

つ
み
を
打
ち
、
楽
し
い

一
日
を
過
ご

六
月
九
日
か
ら
熱
戦
を
繰
り
広
げ

て
き
た
夕
焼
け
野
球
大
会
が
全
日
程

を
終
了
し
、
商
工
会
青
年
部
が
五
年

ぶ
り
二
回
目
の
優
勝
を
か
ざ
り
ま
し

今
年
の
夕
焼
け
野
球
大
会
に
は
、

の
四
チ
ー
ム
、
九
十
人
の
選
手
が
参

加
し
、
三
回
戦
総
当
た
り
で
試
合
を

行

い
ま
し
た
。

参
加
選
手
は
、
仕
事
の
後
の
野
球

で
、
い
い
汗
を
流
し
親
睦
を
深
め
て

大
会
結
果
と
個
人
賞
は
次
の
と
お

▼
個
人
賞

○
最
優
秀
監
督
賞

佐
　
一謄
　
勝
　
幸

（商
工
会
青
年
部
）

○
最
優
秀
投
手
賞

島
　
津
　
　
　
護

（商
工
会
青
年
部
）

○
最
優
秀
選
手
賞

小
　
倉
　
　
　
学

（商
工
会
青
年
部
）

○
敢
闘
賞

○
優
秀
選
手
賞

下
　
山
　
祐
　
逸

⌒農
協
青
年
部
）

○
ホ
ー
●

７
ノ
賞

小
笠
原
　
康
　
仁

（農
協
青
年
部
）

米
　
谷
　
丁
　
治

（農
協
青
年
部
）

島
　
津
　
　
　
護

（商
工
会
青
年
部
）

八
木
沢
　
　
　
康

（商
工
会
青
年
部
）

こ
の
日
は
、
気
温
三
十
度
を
超
す
　
　
　
な
お
、
こ
の
撮
影
会

の
写
真
は
、

猛
暑
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、
村
内

　

　

村
敬
老
会
や
ふ
る
さ
と
ま

つ
り
で
、

の
観
光
施
設
や
ア
ト
ム
保
育
園
、
十
　

　

展
示
さ
れ
る
予
定
に
な

っ
て
い
ま
す
。

劃

副

引

夕焼 け野球勝敗表

チーム名  勝 敗 分

優 勝 商工会青年部 7 1 1

準優勝 農協青年部 5 3 1

3位 ノンベ ーズ 2 6 1
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∩数
趾
り行
舞
担
硼薩抑
川
訓
訓
∪

七
月
二
十
七
日
、
市
浦
村
交
通
安

全
対
策
協
議
会
の
主
催
に
よ
り
、
安

全
運
転
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ
ュ
ミ
レ
ー

タ
ー
体
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
シ
ュ
ミ
レ
ー
タ
ー
は
、
青
森

県
警
が
東
北
で
初
め
て
導
入
し
た

「
ふ
れ
あ
い
号
」
。
市
浦
付
へ
の
来
村

の
村
民
が
シ
ュ
ミ
レ
ー
タ
ー
を
使
い

疑
似
運
転
体
験
を
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
い
ろ
い
ろ
な
危
険
場

面
で
の
運
転
適
性
、
夜
間
走
行
で
の

障
害
物
や
歩
行
者
を
発
見
し
た
際
の

視
覚
特
性
テ
ス
ト
な
ど
の
運
転
診
断

参
加
者
は

「安
全
な
速
度
で
走
行

し
な
い
と
危
険
だ
と
い
う
こ
と
が
よ

く
わ
か
っ
た
」
と
シ
ュ
ミ
レ
ー
タ
ー

の
感
想
を
述
べ
、
事
故
の
恐
ろ
し
さ

を
再
認
識
し
て
い
ま
し
た
。

＞
リ
レ
ー
旗
が
高
松
村
長
に

金
木
警
察
署
管
内
の
二
町
二
村
を

交
通
安
全
リ
レ
ー
旗
を
引
き
継
ぎ
、

交
通
安
全
意
識
を
高
め
る
こ
と
を
目

的
に
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
青
空
リ
レ

ー
式
交
通
安
全
大
会
が
七
月
二
十

一

日
役
場
前
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
毎
年
夏
の
交
通
安

全
運
動
に
合
わ
せ
行
わ
れ
て
い
る
も

の
で
、
今
年
で
十
七
回
目
と
な
り
ま

旗
が
引
き
継
が
れ
、
高
松
村
長
、
金

木
警
察
署
長
、
金
木
地
区
交
通
安
全

協
会
長
が
あ
い
さ
つ
し
、
小
倉
英
子

ア
ト
ム
保
育
園
母
の
会
副
会
長
が

「交
通
安
全
意
識
の
高
揚
を
図
り
、交

通
事
故
防
止
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
大
会
宣
言
を
読
み
上
げ
拍

手
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
リ
レ
ー
旗
は
、
小
泊
村

に
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。

八
月
七
日
、
八
日
の
二
日
間
、
第

五
十
四
回
県
民
体
育
大
会
が
む

つ
市

を
主
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

市
浦
村
か
ら
は
、
約
五
十
名
の
選

手
が
六
競
技
に
参
加
し
、
各
競
技
に

お
い
て
活
躍
し
ま
し
た
。

な
お
、
王
な
成
績
は
次
の
と
お
り

∩

同

目

０

《
陸

上
競
技

》

ｏ
三
十
歳
代
　
男
子

一
〇
〇

ｍ

第

一
位
　
　
梶
　
浦
　
武
　
也

ｏ
年
齢
制
限
な
し

・
男
子
二
〇
〇

ｍ

第

一
位
　
　
福
　
田
　
　
　
享

ｏ
同
　
男
子
四
〇
〇

ｍ

第
二
位
　
　
福
　
田
　
　
　
享

ｏ
同
　
男
子
砲
九
投

第
四
位
　
　
士
口
　
田
　
純
　
也

ｏ
四
十
歳
以
上
　
男
子
砲
丸
投

第
四
位
　
　
一　

一月
　
俊

　

一

ｏ
三
十
歳
以
上
年
齢
別

・
男
子

四
〇
〇

ｍ
リ
レ
ー

（
一
〇
〇
×
四
）

第
二
位
　
　
市
浦
村

梶

浦

武

也

大

沢

丈

徳

福
　
田

　

　

一早

鎌

田

和

廣

※
陸
上
競
技
、
村
の
部
総
合
第
七
位

《
水

　

泳̈
》

ｏ
三
十
歳
未
満
五
〇

ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

第
三
位

　

榊

原

滋

高

ｏ
同
　

一
〇
〇

ｍ
自
由
形

第
四
位
　
　
榊
　
原
　
滋
　
高

《
サ
ッ
カ
ー
》

第
二
位
　
　
市
浦
村

（体
協
サ
ッ
カ
ー
部
）

醍
擢
蝶
響
纂
罫
刊

▲安全運転「ふれあい号」▲大会に参加 したみなさん

▲大会宣言

427-
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夏まつリカメラ・ルポ
8月のお盆期間中、村内各地区で夏

まつりが行われ、「ねぶた運行Jな どで

賑わいをみせ、残り少ない夏の一時を

楽しんでいました。

各地区で行われたねぶた運行のカメ

ラ・ルポを紹介します。



■警簿ですが緩
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昨年 1年間市浦消防署管内で救急車で病院に運ばれた人はlo3人 で前年 (85
人)よ り18人 多 くなってぃます。            ヽ

急  病

交通事故

一般負傷

そ の 他

事 故 種 別

62人 ■‐■ |||‐ |■■ 重

□
□
16人 |  ※重 症

傷 病 程 度 別

症 120人 |ll11

中等症 43人 11‐ 11■ |■ ||
軽 症 15人‐111■ li

交通事故にあったり、家族が急に倒れたりすると誰でもあわててしまうの
が当たり前です。でも消防署 (119)に 通報するときは “どこで、だれが
(何人か)、 どうしたか"を 落ち着いてはっきり話すことを′し、掛けてください。

☆救急車を要請するとき「サイレンを鳴らさないで来て欲 しい」とお願いさ
れることがあります。救急車は緊急車として現場へ出動するため、サイレ
ンを鳴らさないで行 くことは出来ませんので、ご理解下さるようお願いい
たします。

1病院緒奮について
日曜日や休日、深夜に急に具合

が悪 くなったり、軽いケガをして

救急車でいくほどでもないがどこ

の病院で診てもらえるか迷ったと

き、消防署へお問い合わせ下さい。

症状にあった病院を紹介いたします。

市浦消防署 862‐ 2119・ 62-3119

意識のない時は→気道確保

気道確保とは空気の出入りする通路を確保 (開 く)することで、心肺蘇生法で最も大切なことです。

::ii::[:ll::[[:i[][:[::::::li[:≪ゴニト翼|口[
呼吸をしていないときは→人工呼吸 (C図 )

①気道を確保する。
②患者の鼻をつまむ。
③口を大きく開いて患者の口を覆い虐、を吹き込む。
④胸が動くのを確かめながら5秒に1回 の割合で繰り返す。
⑤幼児は日と鼻を同時に覆う。

脈が止まっているときは→心マッサージ (D図 )

∬ 星揮義を意3写ワI;云彗暮
およ 種 例 用して1分間田 ∞回位で船 鉦 迫す礼

1人法一 人工呼吸 2回 に′亡、マ ッサージ15回  2人 法一人工呼吸 1回 に′亡、マ ッサージ 5回

も塁濡tTttξ撃痣号1貫轟た重嵩ま:努量曹房:ニテ
施しております。その他テキスト等
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今
回
は
、
千
葉
県
勝
浦
市
に
あ
る

「
テ
ル
ム
マ
ラ
ン
パ
シ
フ
ィ
ー
ク
」
で

行
な
わ
れ
て
い
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
中

心
に
、
タ
ラ
ソ
テ
ラ
ピ
ー
の
技
法
と

効
果
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

Ｏ
ア
ク
ア
ト
ニ
ツ
ク

水
流
、
気
泡
な
ど
様
々
な
水
の
特

性
を
体
験
で
き
る
、
総
合
的
な
運
動

浴
用
バ
リ
ア
フ
リ
ー
プ
ー
ル
で
す
。

ラ
ソ
と
の
組
み
合
わ
せ
が
で
き
ま
す
。

※
歩
行
浴
ゾ
ー
ン

海
水
の
浮
力
を
利
用
し
て
体
重
を

減
ら
し
、
単
独
で
歩
行
が
不
可
能
な

人
で
も
、
痛
み
を
伴
わ
ず
楽
に
歩
行

訓
練
、
歩
行
の
た
め
の
筋
力
強
化
が

行
え
る
ゾ
ー
ン
。

※
微
温
浴
ゾ
ー
ン
０
微
低
温
浴
ゾ

体
温
と
同
じ
程
度
に
温
度
設
定
を

し
、
三
度
位
低
い
低
温
ゾ
ー
ン
と
の

往
復
を
通
し
て
、
末
梢
神
経
を
刺
激

海
水
の
軟
ら
か
な
ジ
ェ
ッ
ト
を
利

用
し
、
肩
凝
り
、
四
十
、
五
十
肩
予

防
の
肩
か
ら
頚
に
か
け
て
の
マ
ッ
サ

ー
ジ
、
腰
痛

・
椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
予

防
の
腰
椎
部
周
辺
筋
肉
へ
の
マ
ッ
サ

ー
ジ
を
行
な
い
ま
す
。

※
浮
遊
ゾ
ー
ン

床
よ
り
の
強
力
な
ジ
ェ
ッ
ト
に
体

を
ま
か
せ
て
、
重
力
に
よ
る
背
骨
、

股
関
節
、
膝
関
節
、
足
関
節
へ
の
荷

重
を
除
き
、
筋
肉
の
緊
張
を
取
り
除

き
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
を
促
し
ま
す
。

※
足
裏
部
ゾ
ー
ン

海
水
の
軟
ら
か
な
ジ
ェ
ッ
ト
を
利

用
し
、
歩
行
の
障
害
に
な
り
や
す
い
、

足
裏
部
筋
肉
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
行
な

い
ま
す
。

※
遊
泳
ゾ
ー
ン

ジ
ェ
ッ
ト
の
流
れ
に
逆
ら
つ
て
、

遊
泳
す
る
ゾ
ー
ン
。
持
久
性
の
運
動

を
行
う
た
め
利
用
す
る
。

※
外
気
浴
ゾ
ー
ン

血
行
が
促
進
し
、
新
陳
代
謝
が
高

ま
っ
た
状
態
で
、
新
鮮
な
外
気
を
吸

★
ア
ク
テ
ィ
ブ
タ
ラ
ツ

海
水
の
浮
力
、
粘
性
、
水
圧
を
利

用
し
、
楽
し
く
、
無
理
な
く
運
動
が

で
き
、
高
齢
者
か
ら
ア
ス
リ
ー
ト
ま

で
、
体
力
に
応
し
た
運
動
が
で
き
ま

す
。

★
パ
ッ
シ
ブ
タ
ラ
ツ

ミ
ネ
ラ
ル
の
吸
収
、
発
汗
に
よ
る

新
陳
代
謝
を
促
し
ま
す
。

リ
ラ
グ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
効
果
、
マ
ッ

サ
ー
ジ
効
果
等
が
あ
り
ま
す
。

０
ア
ク
ア
ジ
ム

三
十
五
度
の
温
海
水
の
プ
ー
ル
の

中
で
、
約
二
十
五
分
間
海
水
の
抵
抗

を
利
用
し
た
運
動
を
行
い
ま
す
。

効
果
↓
全
身
の
筋
力
の
回
復
、
維
持
、

強
化
。
心
肺
機
能
の
回
復
、
維
持
、

強
化
。

０
ビ
シ
‥
ナ
ジ
エ
ツ
ト

三
十
五
度
の
温
海
水
の
プ
ー
ル
の

壁
面
よ
り
、
大
容
量
、
高
圧
の
水
流

を
吐
出
さ
せ
る
。
そ
の
中
で
セ
ラ
ピ

ス
ト
の
指
導
で
水
流
を
利
用
し
た
運

動
を
行
い
ま
す
。

効
果
↓
ジ
ェ
ッ
ト
の
水
圧
に
よ
る
頚

部
、
腰
部
の
血
行
の
促
進
。
静
水
圧

に
よ
る
下
肢
の
静
脈
還
流
の
促
進
。

◆

『ピ
シ
ー
ナ
」
と
は
フ
ラ
ン
ス
語

で
プ
ー
ル
の
意
味
で
す
。

０
エ
ア
ロ
ツ
ル

新
鮮
な
海
水
を
数
十
ミ
ク
ロ
ン
の

粒
子
に
分
解
し
た
空
気
を
、
ほ
の
暗

く
密
閉
し
た
部
屋
の
中
に
充
満
さ
せ
、

デ
ッ
キ
チ
エ
ア
ー
の
上
で
リ
ラ
ッ
ク

ス
で
き
る
環
境
で
休
息
し
ま
す
。

効
果
↓
マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
で
浄
化
さ

れ
た
空
気
に
よ
る
リ
ラ
グ
ゼ
ー
シ
ョ

０
ピ
シ
ー
ナ
リ
ラ
グ
ゼ
‥
シ
ョ
ン

三
十
五
度
の
温
海
水
の
プ
ー
ル
で

二
十
五
分
間
海
水
の
浮
力
を
利
用
し
、

休
息
を
取
り
ま
す
。

効
果
↓
浮
力
に
よ
る
リ
ラ
グ
ゼ
ー
シ

０
ビ
シ
ー
ナ
キ
ネ
ツ

三
十
五
度
の
温
海
水
の
プ
ー
ル
を

利
用
し
た
水
中
運
動
療
法
で
、
も
っ

と
も
ア
ク
テ
ィ
プ
で
刺
激
の
高
い
も

効
果
↓
ゆ
が
ん
だ
筋
や
骨
格
の
パ
ラ

ン
ス
を
整
え
る
。
機
能
回
復
と
、
機

能
向
上
に
効
果
が
あ
る
。

０
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
の
例

★
ウ
オ
ー
タ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

三
十
五
度
の
温
海
水
を
満
た
し
た

専
用
浴
槽
で
、
高
圧
の
水
流
を
利
用

し
、
足
裏
ヽ
下
半
身
ヽ
肩
、
腰
ヽ
背

中
ヽ
頚
部
を
セ
ラ
ビ
ス
ト
に
よ
る
マ

効
果
↓
下
肢
の
動
脈
還
流
の
促
進
、

血
行
の
促
進
、
末
梢
神
経
へ
の
刺
激
。

★
バ
ン
ジ

ェ

三
十
五
度
の
温
海
水
を
満
た
し
た

専
用
浴
槽
で
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
に
制

御
さ
れ
た
ジ
ェ
ッ
ト
水
流
に
よ
る
マ

効
果
↓
下
肢
の
動
脈
還
流
の
促
進
、

血
行
の
促
進
、
末
梢
神
経
へ
の
刺
激

★
ア
ル
ゴ
パ
ッ
ク

海
藻
の
粉
末
を
海
水
で
溶
い
た
ペ

ー
ス
ト
を
、
全
身
に
塗
布
し
、
リ
ラ

ッ
ク
ス
で
き
る
環
境
で
休
息
し
ま
す
。

効
果
―
全
身
の
血
行
促
進
。
リ
ラ
グ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
効
果
。
体
表
面
よ
り
の

ミ
ネ
ラ
ル
成
分
の
吸
収
。

★
シ
ル
ク
ラ

三
十
五
度
の
温
海
水
を
シ
ャ
ワ
ー

状
の
ノ
ズ
ル
よ
り
噴
出
し
、
足
裏
ヽ

下
半
身
ヽ
肩
、
腰
ヽ
背
中
ヽ
頚
部
を

効
果
↓
全
身
の
血
行
促
進
。

★
グ
ラ
ン
ジ

ェ

四
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
距
離
か
ら
、

ジ
ェ
ッ
ト
水
流
を
体
に
放
射
す
る
ト

効
果
↓
全
身
の
血
行
促
進
と
静
脈
還

流
の
促
進
。

以
上
主
な
も
の
を
紹
介
し
ま
し
た

が
、
利
用
者
の
症
状
と
目
的
に
よ
り
、

静
と
動
、
科
学
と
自
然
の
各
特
徴
を

持
っ
た
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
組
合
わ
せ

が
で
き
、
高
齢
者
か
ら
子
ど
も
、
身

体
に
ハ
ン
デ
の
あ
る
方
等
に
も
、
広

く
利
用
で
き
ま
す
。

次
回
は
、
市
浦
村
議
会
で
昨
年
フ

ラ
ン
ス
の
サ
ン
・
マ
ロ
市
に
あ
る
タ

ラ
ソ
テ
ラ
ピ
ー

「
テ
ル
ム
マ
ラ
ン
・

サ
ン
・
マ
ロ
』
の
視
察
報
告
を
し
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
ヽ
つ
づ
く
ヽ

タ
ラ
ソ
テ
ラ
ピ
ー
の
技
法
に
つ
い
て

海
洋
療
法

（タ
ラ
ツ
テ
ラ
ピ
ー
）
　

　

す
る
ゾ
ー
ン
。

と
は
、
海
洋
、
海
浜
の
特
性
を
利
用
　
　
　
マ
ッ
サ
ー
ジ
ジ
ェ
ッ
ト
、
気
泡
装

し
て
、
実
施
さ
れ
る
医
学
的
療
法
の
　
　
置
を
備
え
活
用
を
促
し
ま
す
。

こ
と
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
腰
背
部

ゾ
ー
ン



情報をお寄せ ください

お しらせ
役場の電話は62-2111

市浦村の人口と世帯数  平成1181現 在

“

  |■

障害者雇用のよリー層の促進を

図るため、法定雇用率が平成10年

7月 1日 より1 8%に 31き 上げら

れました。

また、ハローヮーク五所川原に

は、仕事を求めている障害者の方
が平成11年 6月 末現在 130人 登録
されています。

障害者の方々が職業をとおして

自立 してい くことへのご理解と、

法定雇用率達成による障害者の雇

用促進について、事業主各位のさ
らなるご協力をお願いいたします。
なお、障害者の方を公共職業安

定所の紹介により常用労働者とし
て雇用 した場合、各種助成金制度
を利用できます。

)お 問い合わせ
ハローワーク五所川原まで

II鱗螢櫛鸞I
第3号被保険者の届出もれ

はありませんか?

手続が遅れると、納めたこ
とになりません。くれぐれも
ご注意ください。
厚生年金保険や共済組合に加入

している夫または妻に扶養されて
いる配偶者 (妻 または夫)は 、国

民年金の第 3号被保険者と呼ばれ、

届出をすることによって保険料を

納めた扱いとなります。ただし、

届出が 2年 を過ぎた場合は、過ぎ
た期間の保険料を納めた扱いにな
りませんのでご注意ください。
なお、扶養者が離職 した場合や、

llll西北労働基準協会
2階会議室

五所川原市字新宮町84-5
【実 技】 斎藤建設備 構内

五所川原市大字太刀打字早蕨

代1,700円 を含む)

>締 め切り 10月 5日 か定員80名

に達 し次第締め切 ります。
)申 込先 。お問い合わせ

住D西 北労働基準協会

I:こ   墓I
現在首都圏で働いているUタ ー

ン就職を希望する方と県内企業に

よる面接の場で、各会場 とも多数
の企業が参加 し、雇用条件など具

体的な説明に応 じます。

>日  時

平成11年 10月 17日  12時 ヽ16時

>場 所
「新宿エルタワー」 13階

>お 問い合わせ

青森県職業安定課

98-4 1  80177-34-9404ま たは各ハ ロー

>受 講資格 満18歳 以上の方   |  ワー ク (公 共職業安定所 )

>受 講 オ斗 27,700円 (テ キス ト |

IIIIII蒸蠣勲灘:榊酵鷲着liますII
村では村内各地域に「なんでもHO番 」の相談員を配置 し、地域づ くり

や行政に対する相談等を受け付けています。どんなことでもお気軽にご相
談 ください。

各地区の担当相談員は次のとおりです。

地:区
｀
名

相 内●::桂 j,1 古 川 企 画 財 政 課 長

奈 良 副 参 事

桑 野 総 務 課 長

成 田 経 済 観 光 課 長

中 居 建 設 課 長

県内の交通事故概‐況



豊 北 大 萬 山 黒

島  間 谷 田 川

mι 夕る oo

結
核
は
昔
、
日
本
人
の
死
亡
原
因

第

一
位
の
病
気
で
国
民
病
と
言
わ
れ

恐
れ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
が
、
医
療

技
術
の
進
歩
や
効
果
的
な
薬
の
開
発

に
よ

っ
て
結
核
に
か
か
る
人
の
数
は

年
々
減
り
続
け
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
最
近
は
そ
の
減
り
方
が
小
さ
く

新
規
の
患
者
が
全
国
で
は
、
約
四
万

人
発
生
し
、
全
国
で
約
二
千
人
、
青

森
県
で
は
二
十
八
人
の
方
が
結
核
で

死
亡
し
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
病
院
や
職
場
、
老
人
福

祉
施
設
な
ど
で
の
集
団
感
染
も
多
く

結
核
は
も
う
、
昔
の
病
気
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
も

っ
と
注
意
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

国
圏
園
園
□

痰
の
中
に
結
核
菌
を
持

っ
て
い
る

人
が
、
咳
や
く
し
ゃ
み
を
す
る
と
し

ぶ
き
が
周
囲
に
飛
び
散
り
、
そ
の
し

ぶ
き

の
中
の
結
核
菌
を
吸

い
込
む
こ

と
で
感
染
し
ま
す
。
し
か
し
、
菌
を

吸
い
込
ん
だ
か
ら
と
言

っ
て
全
て
の

人
が
感
染
す
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

結
核
菌
が
肺
の
細
胞
に
く

っ
つ
い
て
、

増
え
始
め
る
と
感
染
す
る
こ
と
に
な

結
核
の
症
状
は
、
咳
、
痰
、
発
熱
、

胸
の
痛
み
、
血
の
混
ざ

っ
た
痰
な
ど

カ
ゼ
の
症
状
に
よ
く
似
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
症
状
が
長
く
続
く
よ

う
で
あ
れ
ば
感
染
し
て
い
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

国
圏
圏
圏
圏

結
核
を
予
防
す
る
の
に

一
番
有
効

な
も

の
が
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
で
す
。
Ｂ
Ｃ

Ｇ
接
種
を
し
て
お
け
ば
結
核
を
ほ
ぼ

防
ぐ
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
も
し
結

核
に
か
か

っ
た
と
し
て
も
軽
く
す
み

ま
す
。
乳
幼
児
を
結
核
か
ら
守
る
た

め
に
も
ぜ
ひ
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
を
受
け

ま
し
ょ
う
。
ま
た
毎
年
、
肺
の
検
診

を
受
け
る
よ
う
に
し
、
咳
や
痰
が
少

し
で
も
長
引
く
よ
う
で
あ
れ
ば
医
療

機
関
で
受
診
す
る
よ
う
心
が
け
ま
し

青鰊朗肛』鋼脇者数と罹患率　　　　　▼お誕
生

美
　
海

（脇
元
）
克
　
史

海
　
斗

⌒脇
元
）
昭
　
彦

優
　
衣

⌒脇
元
）

司

唯
　
可

（十
三
）
詳
　
宏

和
　
樹

（十
三
）
憲
　
一
一

秀
　
仁

（十
三
）
好

幸

▼
ご
結
婚

洋

（青
　
森
）

親
　
子

⌒磯
　
松
）

真

勝

（鯵
ヶ
沢
）

恵

（脇
　
一匹

勝
　
治

（大
　
坂
）

恵

（十
　
一こ

サ
　

ミヽ

（十
三
）
∞
歳

佐
　
一

（相
内
）
６７
歳

重
　
則

（大
田
）
６５
歳

ろ
　
め

（十
三
）
８‐
歳

助
四
郎

（十
三
）
９‐
歳

｛疋
　
吉

（十
一こ

９０
歳

賢
　
一

（相
内
）
９５
歳

⌒椰　制　封　勤
一講　掛一

▼
お
く
や
み

９５
歳

５２
歳

９４
歳

７９
歳

○
Ｏ
①
Ｏ

は
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
展
開

さ
れ
ま
す
。
無
事
故
、
無
違
反
三
百

日
を
目
ざ
し
、
残
り
の
百
五
十
日
間

を
勝
手
に
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
圏
に
置
き

換
え
る
今
日
こ
の
頃
―
・
。
含
二
不
）

-428


